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0. はじめ に
こ の論文で はuntil節の中で進行形が可能かどうかを中心
に考察する｡ そ/して進行形が可能な場合, 話し手は どのよう
にその進行形で表された状況を捉えて い る かを考究する｡
K ittredge(19 69)はu ntil節は ｢完結的｣ で なければなら
な い の で ､ u ntil節に は進行形は不可とする｡ 1 次の 2文を
参照｡
(1) a. A lex danc ed unt]
'
1 the m us]
'
c stopped.




c wa s stopp)ng.
ただし､ 次の 2文特進行形が使われて い るが, 例外的に容認
可能であると述 べ て い る｡
(2) a. Job kept playing poker unt)
'















例文(2a)はJohn kept playing poker until he began
winning. の よ うな解敢が与えられると容認可能で あると い
う｡ 他方(2b)の進行形 も容認可能で あ るが ､ なぜ容認可能
にな るの か は説明が困難だとし､ 代りに次のような表現の は
うが好まれるとして い る｡
(3)'John didn't c o m e u ntl
l
l afterthe party started
br eaking up.
こ の論文で はKit tr edge(19 69)が例外とす る(2a, b)の文
(さら に(1 b)の文) は決し て例外で は ない こ とを手元 の実
例 で検証する｡
Kittredge(1 9 6 9) の 主 張 に 従う な ら ば ､ 進 行形 は
【imperfec tive] (｢非完結的｣) なも の である の で u ntil節に
は不可また は不適切とな るは ずで あ る｡ しか し, 彼 の主張と
は反対 に ､ 次 の ようにu ntil節に進行形 が用 い られた実例 が
少なからず存在する｡
(4) But tho sewe r ethe first and last meteorites
found un[)
'







tY Wa sPrePa r)ng tO Le a ve Anta rc tL
'
ca･ -BNC
(5) HelenCooper waited unt)
'
1 they we I
.





coffee. 1S. Sheldon, Rage of Angels
(6) Mrs. Robinson r e a ched up toput one of he rha nds
on h is sleeve. Then she s tood slowly unt)
'





m . 1C･ Web b, The Graduate
例文(4)で は瞬間動詞(achieve m e nt verb) の e ndと､ 活動
動詞 (ac tivity verb) のprepar eの 進行形が使われて い る｡
例文(5)で は活動動詞のhave(-drink)の進行形 に な っ て い
る｡ また､ 例文(6)で は状態動詞(状態的意味を持 つ動詞)の
fa ceが進行形で用い られ て い る.
こ の ような進行形はどのような要因 によ っ て生起可能なの
で あろうか｡ こ れら の間琴を解決する手掛かりはu nti l の本
来的な機能の再吟味にある｡ そして ､ u nti l の機能を確認し
て初め て until節の中で用 い られ る進行形は決して例外では
なく､ しかる べ き要因によ っ て動機づけられた言語形式で あ
る こ とが解明 できる｡
ll. untilの語重文法的機能と主節のアスペクト制約
本節で は ､ まずu nt ilの機能を確認しておきた い ｡ 時間関
係を表すunt il はup to the time(when)と い う意味で ある
の で ､ 主節の事態に時間的限定･･ 境界を付与する役目を担う｡
こ の時間的限定としゝ う機能は言語学の領域で は[bo unded】
(｢有界的｣) と呼ばれ る ｡ なお , 時間的限定 は空間的限定と
対比 して考え ると理解しやす い ｡ たと えば､ John walked
a s far a sthe st a tion. の 文で は歩 い た距離の範囲が駅ま
で で あ っ たとい う意味で あ る の で ､､a s fa r a sthe sta tio n
はw alkedを範囲限定して い る こ とに な る｡ 動詞 は移動動詞
で あり語嚢ア ス ペ ク トは [atelic】で あ る が ､ 文全体は範囲
限定され て い る の で [bounded]で あ る｡ こ れ に 対し､ John
walked to the statio n. の 文 で は到着点を示す前置詞 の to
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が使われて い る こ とから終結点 (endpoint) が内在的 に含
まれ て い る こ とに なり ､ ア ス ペ ク ト は【tel ic】( ｢終結的｣
｢完結的｣)で あ る｡ ま た､ 過去 形 で表された こ の文 は終結
点 に到達した こ とを意味する の で【bounded】とvゝう こ とに な
る｡ 2
き て ､ as far a s が空間的範囲を限定す るの に 対して ､
u nti l は主節の事態を時間的に限定する働きをする ことを確
認したの で ､ 次 に unt il の主節のアス ペ ク トを見て みよう｡
主節の事態は ｢継続｣ とい うア ス ペ ク ト特性を持つ もの に
限定さ れる ｡ こ の ｢継続｣ と い う ア ス ペ ク ト特性を
【+qurative】で表すと､ 主節 の語嚢ア ス ペ ク ト制約は次の
よう になる｡
(7) 主節の語嚢ア ス ペ ク ト制約 : 主節は【+durative】
で なければならな い ｡
こ の 【+ dura tive】と い う特性はVend ler(1967)の よく知られ
た述語分類で は State, Activi ty, Ac c o叩1ishⅢent に共通
す る特性で あ る｡ しか し､ Ach ievementは 卜 dura tive】で あ
るの でuntil の主節に は用 い られな い ｡ 3
(8) *We not)
I
c ed the ba tun ti l it t ook off.
-1iein云m占ki(19 78)
なお ､ Acc ompl
●
ishmen tは[+ dura tive】で は あ るが､ u ntil の
主節 に用 い る こ とは で きな い ｡ 今こ の 理由 はAccomplishment
は内在的に終結点(endpoint)が組み込まれて い る の で ､ す
な わち【teli七】で あ る の で ､ until によ っ て さら に時間的限
定を加える ことは で きな い からだと考えられ る｡
(9) a. *John bu]
'








cture unti lno on･
-Molt man n(1 991)
以上 の点をまとめ ると､ (7)の語糞ア ス ペ ク ト制約は次 のよ
う に修正する必要がある｡
1(1 0) 主節の語嚢ア ス ペ ク ト制約 : 主節は【+ durative】
か つ [atelic】で なければならない ｡
ちな み に ､ 次 の よう に開始点を表すbeginやstart の相動
詞が使われて い る場合に はAchie v e mentで は あ る が､ 開始後
の ｢行為の継続｣ をuntilは修飾して い ると解釈される｡
- (ll) lt wa sRonPeterson,･s miling down at he r, a nd
Cathe rin e
'
s he a rt bega n to po u nd unt)
'
1 it bega n
t oburst out of her chesLf.











1 I heard foo t-
steps outside.
- B NC
さ ら に, 次 の よ うな変化動詞 (be c o Ⅲe) の 場合 に も変化後
の 状態 (be m anager)､ (be asleep)をuntil は修飾して い る｡
(13) Ev e ntu ally he be c a m e m an ageI･ at the A lt.o nbr an ch
u nt)
'
1 the l St Or e Closed in 1965. - B NC
(14) A fte rdin n e r a nd a movie they bo th fell'a sleep
u nt]
'
)the stewa rd ann o u n c ed it
-
was time to prepare
for la nding.
- ∫. Collins, Ve ndet ta :Lucky
r
s Revenge
ま た､ 位置変化や状態変化を表すAccomplishment の場合に
も同様に変化後の状態をuntil は修飾す ると解釈され る ｡ 換
言すると､ CAU SE[B ECOM E[ST ATE]]で示されるAccomplishment
の概念構造の【ST ATE】の部分をuntil は修飾し て い る｡ 次 の
例文(15)で は(be back on t he god da mn sta nd)を､ (16)で
は(be m ar ried)の[STAT E]の部分をそれぞれ修飾して い る｡
(1 5) Claudia ra n towa rd the bench. "The n put me




she ple aded. -C. Reil ly, Nuts
(1 6) .'I know itTs ate rrible t hing t o a sk, but -
wo uldyo ub
y





my m ot her dies, and the nglVe m e ad ivo r c e?
"







とこ ろで ､ 次 の ように主節に進行形で はなく現在分詞が用 い
られ継続状況 を表す こ とがある｡ (1 7)の例で は watchingと
現在分詞とな っ て い るが､ こ れ は進行相を表しておらず､ s at
and wa t ched hiⅢ 皿t il… の 意 でa ctivityを表して い る｡
(18)のwavingも同様 にactivityを表す｡







1 fin ally Be nja min tur ned ar ou nd. and
w alked to the do or. - C. Webb, The GI
-
aduate




c o ul dn o longer see he r at t he window .





さ ら に ､ keepやco ntin ueの
`
よ うな継続を表す相動詞も可能
で あ る｡ い ずれの場合も ア ス ペ クト は【+durative】で ある｡




1 my voice wa sho ars e a nd
a m e r e squeak in Ⅲy thro at.
-H. Rob bins, A Ston efo rDa nny F)
'
sher
(20) He bellowed with pain and rage, and sit ting
a stride, cont)
'
n u ed pu n ch)
'
ng her savagely l n t he
fa ce untl
'
1 she laylSt ill. 1B NC
次に ､ 主節を羊進行形が可能かどうか に つ い て考えてみよう｡
un til の主節 に進行形が用い ちれた文の容認可能性に つ い て
は言語学者の間でも判断に揺れが見られる. Heinamaki(1978)
は次 の よ うにu nti lの 主節 に進行形 は用 い られない とす る｡
(21) a. *John wa sI-e ad]
'
ng the bo ok u nt]
'
1 we c alne.
cf. John I･e ad the book u nt)
'
1 we c ame.
b. *Mike was play)ng ,[en n ]
'
s until his to e s
hu rt.




1 his to e shu rt.
ま た､ Kittredg6(196 9)は ､ 主節 に進行形 が用 い られた文 は
不自然 で あると判断して い る｡ 5
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Untilの 主節およ び従属節中の 語垂 ･ 文法的ア ス ペ ク トに 関す る 一 考察















o n u nt)
'
1 midnight.








ま た容認可能なのか, その理由は示されて い ない ｡ そ こ で ､
こ の ような判断の揺れの原因を､ 以下2 つ の観点から考えて
みよう｡
まず､ 進行形の有す る文法的ア ス ペ ク ト特性の 1 つ で ある
[i叩erfective】に注目してみよう｡
進行形 は状況(si tuation)を ｢未完結 (imperfectiv e)｣
として ､ つ ま り, 【unbou nded】とし て表示す る表現形式で あ
る【cf. De clerck(199l:157)】｡ したが っ て ､ 進行形によ っ
て 主節の状況を【unbounded】にする文法的ア ス ペ ク ト機能と､
u nti l によ っ て 主節の状況 を【bounded】に するア ス ペ ク ト機
能とが衝突して しまうの で , 結果的に､ 上の(21)や(22)は容
認不可ある い は不自
′
然と判断され る の で はな い かと推測 でき
る｡ こ の ア ス ベタト衝突と い う考え方はDe cletck(1 991)が
進行形とforthre eho ursの ような継続時間副詞句との共起
可能性を論じる際に与えた説明を基に して い る ｡ 以下､ こ の
考え方をア ス ペ ク ト衝突説と呼んで おく ｡ 次の 2~文を比較し
てみよう｡
(24) a. They ta)ked abo ut the accident For (wo
ho urs.
b. *T hey were talkL
'
ng about the ac ci de nt fo r
two ho urs. - De clerck(1 991: 8 2)
for時間副詞句は時間的限定を与えるの で 恥ounded】の機能
を持 つ ｡ したが っ て(24b)のよう に【unbou nded】で あ る進行
形とfor時間副詞句を用 い た文は非文法的 に な る｡ 6 こ の線
にそ っ て考えると, 次例のworkedをwas workingに す る こ と
はで草な い こ とも自動的に説明で きる｡








ve years, u nt)
'
1 he
died a few ye ars ago. - BN C
しかし､ 進行形が【unbo unded】で ある の で untilとは 共起
できな い とv)う理由だけで は十分な説明が与えられた こ とに
は ならな い ｡ なぜ なら , 単純形の場合でも､ たとえば上併
(21 b) のMi ke played te nnis until his toehurt. の 文で
は u nt il以下を除い たJohn played te nnis. の 部分は
【unbounded】で あるか ら で ある ｡ た だ し､ こ の間題点 は
【(uⅢ)bou nde血ess】の程度(degr ee)の違い を考慮すれば解決
される｡-単純形と進行形はともに【unbo undedlで あるが､ 進
行形 の は うがより【unboundedlである｡ さ らにfor時間副詞
句とun tilを【b dundedn ess]の程度で比較して み る と､ fo r時
間副詞句はその継続期間の初めと終りが､ つ まり期間の両端
(左端と右端 の両方) がtbou nded】され て い るが ､ u ntil で は
期間の終りだけが ､ つ ま り右端だけが【bounded】されて い る
の で ､ for時間軸詞句の ほ うがun til よりもより【bo unded]で
あ る｡ こ の よ うに考え ると, fo r時間副詞句は準行形 とア ス
ペ ク トが激しく衝突す るの で 完全に非文法的 にな る が､ u nti l
は左端が【unbo unded】な の で ､ その ぶん進行形と共に用 い て
もさほど容認度は下がらな い と考えられる｡ つ ま り､ u nt il
は 主節の継続時間の右端だけをPo unded】する の で ､ 左端の
【u Ⅲbo 皿dedlの部分に【皿bo unded】な進行形が用 い られる可
能性が奉ると い う七とになる.
以上がア ス ペ ク ト衝突説の考え方 であるが , 次に もう 1 つ
の観点から umtil の主節の進行形に つ い て考えて みよう. ア
ス ペ ク ト衝突説で は進行形の【imperfe ctive】と い う ア ス ペ
ク ト特性に注目した考え方 であるが ､ こ こ で は進行形の有す
る【+ durative】とい う ア ス ペ ク ト特性に着目して みよう｡
進行形を用い る場合に は必ず ｢時間幅(dur at io n)｣ が保証
されなければならない ｡ 語嚢ア ス ペ ク トの レ ベ ル でActivity
(およびAcco mplishme nt) の動詞(句) は進行形にすると時
間幅が縮小される｡ ま た､ Ach ie ve ment の動詞で は ､ 進行形
にすると時間幅が拡大され､ 終点まで の前段階を表す近接未
来の用法や反復の用法 になる【cf. Le e ch(19 85)1｡ こ の よ う
に進行形 は いずれの場合にも ｢時間幅｣ を持 つ の で ､ つ ね に
【+durative]で ある｡ こ の 点 を踏まえてu nt il の主節の ア ス
ペ ク ト制約を見てみ ると､ 主節は【+ durat ive】で なければ
ならない と い うア ス ペ ク ト制約を進行形は満たして い る こ と
に な る｡ た だ し､ その 場合, [+ dura tiv e】なActivi tyの動
詞で は単純形との違 い が明らか にされなければならない ｡ そ
こ で ､ 単純形で は なく進行形を用 い る場合に は ､ 単純形 で は
伝えられな い進行形特有の意味が表され てと考える こ とが で
きる｡ 換言すると､ 進行形特有の意味を表す必要が特に見当
たらない ような場合に は単純形の ほうが 一 般的で あると い う
こ とに なる｡
以下, 次の よう'に untilの 主節 に進行形が用 い られた実例
を検討してみよう. !





1_therewa s a cle anbreak of the leg.
- BNC




ng righ tup unt)
'
1
he wats takenil l. - BN C




1 1 96, whe nhe
got ajob atSper ry. - L DCE(3rd)
























c a nt alte rnat)
'
o n s,
a nd r)ng) ng up membe rs of the Gro up for this
as s e rlt. - BN C
(31) He had known El iot sinc e the First World War,
a nd at t hat t ime and unt)
'
1 t he poe t
l
s death in










ng.conc e n t
-I･at)
I
o n, u nt)
'
1 she feltshe wanted toduck down
u nde rt he water, fe a r i ng her swimsuitw as s ee
-
tbro ugh or something.
- BN C





1 1a~te at a loc al fa r m
(this had alr e ady be e nborrle O u tby the fa rm e r).
-BN C
こ れら の 進行形 は行為 ･ 過 程がunti l で示され る時点ま で
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継続して い た こ とを表して い る が､ 単純形とは異なり､ 主語
の行為 ･ 活動そ のものが焦点化され､ とき に は 主観的にまた
ときに古よ強調的 に表琴されて い る｡ (26)で は骨折す るまで は
競争馬が順調に疾走して い た こ とが ､ (2 7)で はFr ankieが病
気 になるま で は元気 に働しゝて い た こ とが主観的 に描写され て
い る｡ こ の場合､ 話し手 (書き手) は自ら の視点を主語のthe
hors e, Fr a nk ie に置 い て ､ 主語 に共感的 にそ の行為 ･ 活動
を描写して い る｡ u nti l以下の 出来事によ っ て それま で の 順
調な主語の行為 ･ 活動が中断され､ 話し手 (書き手) は無念
さを覚えて い る1. (28)で はGaryがIB 削こ 一 時的期間働い て い
たこ とが表され､ 進行形の持つ ｢ 一 時性｣ の意味が反映され
て い る｡ (29)で は役人たちと朝の 2時まで締 っ て い た こ とが
感嘆的に述 べ られ て い る｡ 朝の 2時まで踊 ると い う特別の体
験が私 にと っ て は印象的 であ っ た の で ある｡ (30)で は議員秘
書の私が原稿手渡しの寸前まで原稿の校正や手直し作業､ さ
らに 同僚議員へ の 同意確認の電話などに懸命に取り組んで い
た様子がありありと述べ られて い る｡ 行為反復を表す進行形
で あ る｡ ま た､ (31)は瞬間動詞のse eが進行形とし て使われ
て い る の で反復の意味で ある｡ (32)は ､ 彼が彼女(の水着姿)
に視線を 一 点集中させまじまじと見つ め続けたので彼女 は不
安になり水中に身を隠したい 気持ちに駆られたとい う意味で
あ る｡ 書き手 は彼女の視点に身を置き､ 彼の執扮な視線を浴
びせ て い る こ とに批判的な感情を抱 い て い る｡ 最後に(33)で
は､ ア リ バイ を主張して い る とこ ろに進行形が使われ て い る｡
進行形の｢強調用法｣がうまく活かされて い る｡
こ れら の例文で はまさ に進行形そのも の の 意味が表わされ
て い る の で ある｡ 具体的 に は ｢主観性｣ ｢ 一 時性｣ ｢反復｣
｢強調｣ ｢生 き生 きとした生彩｣ など意味で ある【cf. 安藤
(1 983)】｡ 単純形 の場合は状況を過去の事実として客観的 に
述 べ た捉え方とな るの で ､ 進行形 の持つ こ れらの 多彩な意味
合 い は伝えられない ｡ つ ま り､ until節の進行形は上 で述べ
たさまざまな話し手の表現意図を表すた め に選択された表現
形式で あると言えよう｡ 7
これ らの 点を踏まえた上 で ､ (21)､ (22)､ (23)の例 を検討
して みよう｡ (21)､ (2 2)で は特定の 時点まで ｢読書した｣
｢テ ニ ス をした｣ ｢待 っ た｣ こ とが客観的に述 べ られて い る の
で ､ 進行形にする動機づけが存在しない ｡ (23)で は ､ How
long 【How la te】 d id John watch television?に対す る答
えとしては飼 鮒 ohn w at ched television unt iImidnight.
と答える のが自然となろう｡ 一 方､ Wha t w a sJohn doing
untilmidnight? に対す る答えとして はJohn wa s w atch ing
televisi on u nt ilmidnight?が自然となる｡ そ して こ の 場
合に は､ コ ン テ クス トに よ っ て は ｢真夜中まで テ レ ビ を観て
いた｣ こ とに対して話し手の批判的態度が表され る こ ともあ
る｡
以 上 の考察から､ 主節 は[+ du rat ive】で か つ [atelic】と
い う語嚢ア ス ペ ク ト制約を持 つ こ と が明らか に な っ た ｡ さ ら
に ､ 進行 形 は [+ du ra tive】で ある の で こ の ア ス ペ ク ト制約
を満たすが, その 場合､ 単に ｢継続｣ の意味を表すの で は な
く ､ 上記 の 進行形独自の さまざまな意味を表す こ とが わ か っ
た ｡
2 . u ntil節の進行形につ い て
前節で は ､ u ntilの 機能 は主節を時間的に限定す る こ とで
あ る羊 とを確認した ｡ こ_
の こ とは u ntil節 は境界点を表す事
態で なければならな い こ と を意味す る｡ そ して ､ そ の 境界点
として は終結点 が代表的 であ る｡ した が っ て ､ u ntil節内に
は明確なe ndpointを持 つ動詞 (句)､ つ ま り【telic】の特性
を持 つ 動詞句が来 る場合が 一 般 的 とな る ｡ 典 型的 に は
acco mplishmentとachieveme n t の場合で ある｡ 8




(35) She didnrt stop r uhning unt)
'
1 she r e a chedGra nd
CentI-al S lat)
r
on . -i. Col lins, Love K)
'
llers
(36) She re solved todrink~no more champagne u nt]
'
1
she got home. -R. Jaffe, clas sReun)
'
on
(37) They talked u n[1
'
1 the coffe e shop clos ed, a nd
by t hat t ime they~were ol d frie nds.






こ こ で ､ 境界点と終結点の区別を明確に して お く必要があ
る｡ 境界点 は時間軸上の明確な点で あればよく ､ 時間軸上 に
任意に指定され る点 で ある ｡ 他方 ､ 終結点 (e ndpoint) は境
界点の最終点で あり唯 一 無 二 に指定され る点 であ る｡ つ まり､
境界点≧終結点とい う包含関係が成り立 つ ｡ 愉えて言えば､
境界点 は ｢各駅停車｣ の ｢停車駅｣ で あり､ 終結点 は ｢終着
駅｣ で ある｡
こ の よ うにun ti l節が時間軸上に任意に指定される境界点
を表す こと は ､ 次 の ように almo s tやne arlyと共起 した文が
Lintil節に可能で ある こ とで確かめられる｡ 9




t w a s n e a rly
l]
'




(39) Serfaty s uffer ed te r rib le injurie s :they br oke
his body unt)
'
1 he almo st d)
.
ed, but they co ul dnot
bre ak h is spl rit. -BNC
境界点が任意 に指定され る点で あると い う こと は話し手 は
主観的 に事態を境界化する ことが出来る ことを意味する｡ こ
の視点が以下の議論で決定的に重要な意味を持 つ ｡
以下､ 次の よう に進行形がuntil節に用い られ て い る場合
を検討して みよう｡ 冒頭で挙げた例文(2a, b)､ (4)､ (5)､
(6)を再録する｡





















x w ek se a s o nwa s e nd)
'
ng and




(4 2) HelenCo oper w aited unt)
'
1 they,





r c offe e. - S. Sheldo n, Rage of Angels
(4 3) Mrs. Robin s o n r e a ched up to put o n e of he r
ha nds on his sleeve. T he n she s t o od slowly unt)
'
1




m . 1C. Web b, The Gr adu ate
便宜上､ こ れ らの 例 の u nti l節に生じて い る進行形を3 つ
の タ イ プに 分けて検討して みよう｡ まず (4 0a, b) (4 1)の
タ イ プで あ る が､ こ の 進行形 で は日舜間動詞 が使われ て い る の
で 近接未来を表して い る ｡ こ の 場 合 ､ e ndpointに近接す る
130-
unt ilの 主節 およ び従属節中の 語嚢 ･ 文法的ア ス ペ ク トに 関す る 一 考察
時点が表されてるが､ 終結点は表して い な い の で, 文法的ア
ス ペ ク トとし て は【impe rfec tive】､ す な わち , 本稿 で の
【u nbou nd,
ed]に相当す る の で , u ntilの [bo u nded】とい う機能
と 一 見矛盾して い る よう に思われるo しかし､ こ こ で 注意す
べ き点は ､ 皿t il は進行形 の表す1局面を境界化(bound ing)
する ことば可能であるとい う こ とで ある｡ こ の境界化とい う
の は局面化､ ある い は段階化と言い換えてもよ い ｡ (4 0a, b)
や'(41)の例で は ､ e ndpointに近接し て い る段階や局面やi
｢点｣ 的に捉えられ てしゝる わ けで ある. (4 0a)で は ポ ー カ ー
で 勝ちかけて い る段階が､ ･(4 0b)で は パ ー テ ィ ー が終りかけ
て い る段階が こ れらの進行形 によ っ て表され て い る｡ 勝利を
収める こと､ パ ー テ ィ ー が お開き にな る こ とがe ndpoint で
あ るわけだが､ こ こ の進行形はその endpoint に近接した段
階を指して い る｡ こ の よう にe ndpoin tその も の で は な い` が､
そ こ に 近 い段階が言わば ｢境界点｣ を拡張した ｢局面｣ ｢段
階｣ として認識されて い る わけで ある｡
この ような考え方を進め て い くと､ 冒頭で挙げた(1b)の
例文の 場合も瞬間動詞 のstopが使われて い る の で ､ 音楽が
止まりかけて Vゝる段階ま で ア レ ッ ク ス は踊り続けたとい う解
釈が可能となるような文脈で は容認可能な文となろう.
次に い く つ かこ の タイ プの進行形が用 い られて い る例を挙
げてみる｡
(44) She had the dread ful though t t hat onc eher
harlds plunged into the foul grea siness, she wo uld
feel rea ching, gr a spl ng hands under the s urface,
clutch ing at he r, pulling her dow n u nt)
'
1 she wa s
drownIng.
- BN C







n[o the car. -BN C
(46) A ftert hat i forgot abo ut seeing Tavettand
didn
.
t re m e mber unt)
'






(4 7) Belle devis ed the trick of waiting by a food
sta11at ahaltunt)
'
1 the tr a ]
'







(48) We saw e a ch ot her alot, a nd we were very close,
but wed idn
r





ng･ I took threemorlths of fw9rk and to ok care
of him . 1D. Ste el, The Ra n ch[衣笠(2001)I
なお､ 次の appr oachよ うな場合も同様の説明が可能で あ
る｡ approa ch はgo near の 意味であるから､ 過程動詞であ
るが､ 進行形になると到達点 に近 づ い て い る ことを表す｡ こ






1 she'was appr oa ch)
'
ng hel
l half centu ry
Ha nnah waspr obably the least tr aveled per son
anywher e iⅢ the northern cou ntries. -BN C
以上 は unt il節に瞬間動詞の進行形が用 いうれ､ un tilが
進行形の表す ｢前段階｣ を境界化の基準にして い る場合であ っ
たが､ 次 に瞬間動詞以外の動詞が用 い られ る事例を検討して
み よう｡
(5 0) She c o oked din n e rfo r Ke n. He w aited unt)
'
1
they we r ehaving dessertbeforehe brought up the
s ubje ct.
"







t who e v e rthe pr o ud papa is be doing
s ome th ing-?
"
- S･ Sheldon, Rage of Angels
彼女 (ジ ェ ニ フ ァ ー) は ある男の子供を身ごも っ て い る｡し
同僚のケ ン は彼女 の こ とを気遣い ､ 相手 の 男 は彼女 に何らか
の (経済的) 援助をす べ きで は なvゝか と助言しようと思 っ て
い る｡ 彼女の手料理を食 べ ながらケ ン は その話題を切 り出す
チ ャ ン ス を伺っ て い る｡ そして デザ ー トが出される｡ ケ ン は
デザ ー トを食べ なが ら思 い 切 っ て その話題を持ち出すとい う
場面であ る｡ こ こ で はケ ン がその話題を持ち出したの は デザ ー
トを食 べ て い る最中で あり､ そ の前でもその後で もな い こ と
に 注意す べ きで あ る｡ こ の点で ､ 上で扱 っ た瞬間動詞の場合
とは異なる｡ 活動動詞 (ha ve) の進行形 に な っ て い るの で
進行中の プ ロ セ ス を表し て い る｡ こ こ で 注 目 した い の は
des sert である｡ ス ー プ､ サ ラダ､ メイ ン デ イ シ ュ ､ デザ ー
ト､ コ ー ヒ ー の よ う に順 番に 出されるdin nerで あ る の で
des sertは そのdinne rの 一 段階 (ある い は最終段階) である｡
こ の例で は,
､
デザ ー トを食 べ て い る段階がク ロ ー ズア ッ プさ
れて い る｡ つ ま り､ デザ ー トを食 べ て い る段階が時間的に ひ
とまとまりとして捉えられて い る｡ ひ とまとまりにくくられ
た段階全体がさらに時間上の ひ とつ の ｢局面｣ として捉え直
され て い る｡ こ こ で は行為の プロ セ ス が境界化の基準とされ
て い ると考えられ る｡
次の例で はrainの進行形が使われ て い る｡
(51)
- ■





s right. I waited unt)
'
1 1t w as r a )
'
n )ng,
a nd the nhi ta ba nk.
‖
-S. Sheldon, Rage of Angels
銀行強盗をするの に銃身の短 い 散弾銃を使う計画を立 て て
い た私はその散弾銃を レイ ン コ ー トの中に隠す必要があ っ た｡
レイ ン ア
ー トを着るため に は雨の日でなくて は不自然である.
私は雨 の 引手なるまで犯行の機会を待 っ て ､ そして 雨 の 日が
来る｡ 雨 の中 レイ ン コ ー ト に散弾銃を忍ばせて犯行を実施す
る. こ こ で も雨が降っ てVゝ る段階が決定的に重要で あるo 雨
が降 っ て い る その プロ セ ス が時間的に ひとまとまりの段階と
して捉えられ てし)る.
こ の 2例の よう に活動動詞の進行形の場合に は ､ その活動
が開始された後の動作の継続状態が表されて い ると考えられ
る ｡ そ の動作の 継続状態 に ｢変化｣ す る述語は言語化
(encoding)され て い な い わけで ある｡ つ まり､ ｢変化｣ の段
階を飛び越えて変化後の継続状態だけが言語化されて い るわ
けである｡ こ の よ うな現象が可能に なる の は u ntilが本来的
に時間的 ｢境界｣ を指定するとい う機能を備えて い る からで
ある｡
次の ように unt il節 に活動動詞の進行形が便われ て い る例
はかなり多い ｡ い ずれ の場合も変化後の進行中の行為や出来
事を境界化､ .段階化した捉え方 に な っ て い る｡ 次例 を参照
された い ｡
(5 2) She hadn
T
t r e alized untl
l
l she w as bu mp)
'
ng along
[he r oad afray from the do ck that she
r
d bee n shaking
l ike a n a spe n le af.
- BN C
(53) It was no t u ntL
'








in fro nt of he r tha tTug re aliz ed suddenly, c ol d
I a nd hard, why her eyes had flickered before she
answer･ed. - BNC
(54) That nigh t, the pe nguin waited unt)
l
l the seal
was sleep] ng, slngl ng ge nt lyt hrough herbeautiful
whiskers. 1BNC




1 she wa s s tu mbl)
'
ng from the
ro o mthat she saw her mo ther. -BN C
(56) It wa s n o tuntl
'
1 they we r e c o m)ng ba ck, with
the r equired t ins of paint a nd th ick bru shes
a m o ngst the re s t of the shoppl ng that a nything








ng the late shl
'
ft,
a nd l wai tulti l t he chi ldrenhave gone t obed,
a nd Isit down in fro nt of the television. -BN C
(5 8) ThenI we nt to wo rk in afive and te n, and
gradually worked my way up unt)
'
1 Iwas man ag]ng
a general s tore. 1BN C
(59) Water regularly at first, un t)
l









(60) Now I have been in th is bu siness for a lo ng
time, and I wa s at that c onfere n c e, a nd I have
to s ay that I have forgotte n the res olutio nu nt]
-
1




ngs agal nin pr epar ing for this
t a
'
1 k. -BN C
以上 ､ u nt il節 の進行形は､ 継続中の行為や出来事を境界
化する こ七を検証してきたo ち なみ にuntilが ｢結果読み｣
の 場合にも活動動詞の進行形が用 い られるo1 0 次例の(61)で
は ､ トピ ー は歌の レ ッ ス ン を毎日続け､ 果て に は寝ながらに
して 歌を歌うま で に な っ た と い う こ と で ､ 土のu nt il節は
｢結果｣ を表して い る｡ こ の 場合の進行形も変化後の継続状
態を表す｡
(61) Toby rehe arsed untilevery m us cle in his body
a cbed, but he burrled of f five po unds a nd bec ame
triIⅢ and hard. Ⅲe t o ok a slnglng less orl every
day and vo c alized unt)
'











歩こに第3 のタイ プの進行形 に つ い て考えてみよう. こ の タ
イ プの進行形の特徴は用 い られる動詞がい ずれ の場合も状態
的意味を持つ と い う こ とで ある｡ 次例を参照された い ｡ 用 い
られ る動詞 はI ie, r est, sit, sta nd, ha ng, fa c e, c o nfro nt,
c ov er, t o u chな どが代表的であ る｡
(62) .
He le a n ed fo r w a rd u nt)
'





n st he r sho ulder. - BN C
(63) Benjamin wa s sitting a t the cor n;r table looking
out the willdow at the grou llds of the hotel and
di dn
'
t s e ehe r unt)
'
) she wa s s t andl
'
ng dir ec tly
a c ros sthe tab le fr o mh im .
- C. Webb, The Gr adu ate
(64) As they ne.
a r ed fulfil lm e nt･ he rol led･them




s body w a s c w eI
-
1 ng he r s.
- BN C
(65) The perfo r m a n c e c an no tsta rt tl
'
l le v eI
-














(67) S he stretched out




- kne e swe r e
-EED






orュ t he n arrow bench gaz lng
pushed her legs backwa rds
to uch)
'
ng he r shoulders.
- BN C
(68) Bend from the waist unt)
l
l the torsoisho rizontal,
a nd the aI
'
m S are ha ng) ng s tTa)
'
ght below . -BN C
(6 9) Hunter t o ok two s t eps along t he sofa u nt)
'
1




) 1er, who had just
stop ped s ayi ng SO mething to Bra ndon .
-I. Wal la ce, The Celestl
'
al Bed
(70) N ic ola wo rked ba
.





ng agal n St the wall: she pulled herknees
up a nd clasped them . -BNC
こ れら の例文で用 い られ て い る動詞は ｢位置｣ や ｢姿勢｣ ま





第2 のタイ プとは異種のも の で ある｡ しか し､ 第2 のタイ プ
と同じよう に､ 第3 のタイプでも位置 ｢変化｣ その も の を表
す動詞 は言語化されて い ない ｡ 第3 のタイ プの進行形は位置
変化後の ｢結果状態(re sultat ive state)｣ を表して い る と
考えられる ｡ したが っ て un ti lは変化を飛び越えて変化の結
果状態ま で の時間領域を境界化 (bounding) の基準として
い る とい う こ とに なる｡
こ れら の ｢位置｣ ｢姿勢｣ を表わす動詞が単純形で用い ら
れ る こ ともあ る が ､ その 場合に は位置や姿勢の変化 (B ECOM E)
の時点が境界化されて い る｡
(7 1) Slo wly a nd with dignity, Ts uMa climbed t he
steps unt)
'
1 he sto od The r e at hL
I






(72) As i fmoved by a key, he r own he ad turned untL
'
1




(73) -Ⅰ■d n eve rdo anyth ing tohu rt you,
'
he ad ded




s m o uth
touched. 1BNC
3 . おわりに
本論文で は unt ilと進行形の共起 に つ い て考察した｡ 最初
に､ un til は主節の事態 に時間的限定 ･ 境界を与え る語重文
法的機能を持つ ことを確認した｡ こ の機能から主節の ア ス ペ
クト制約として は ､ 什 dura tive】と【atelic】と い う語嚢ア
ス ペ ク ト特性を提示で き る こ とを例証した｡ また ､ 主節の 進
行形 は[+ du r ativ e】なの で 7
t
ス ペ ク ト制約を満 たすけれど
も､ その 場合､ 進行形独自の意味を表すため に用 い られ る､
言わ ば､ 有標の表現形式であ る の で ､ 特に こ の よ うな意味合
い を表す必要 がな い 場合 に は 用 い られず､_ア ス
ペ ク ト的 に は
同じ【+ du r ativ e】で あ る行為 ･ 過程動詞 の単純形が用 い ら
れ る こ とを述 べ た｡
本論文 の 中心 テ ー マ で あ るu nti l節の進行形 は ､ u ntil が
状況を境界化す ると い う機能を有して い る の でこ 進行形 で表
され る事態を話し手 が時間的 に局面化や段階化して い る場合
に用 い られ る こ とを検証した｡ こ の 局 面化､ 段階化されて い
-32-
Untilの 主節お よび従属節中の 語愛 ･ 文法的ア ス ペ ク トに 関す る 一 考察
る状況は具体的に は終結点に近接する時間帯で ある場合と､
行為 ･ 出来事の開始後の進行中のプ ロ セ ス の場合､ そして変
化後の結果状態の場合 の 3 つ の タイ プに分類 できる こ とを明
らかに した｡
終結点 は言語表現の要素として内在的に組み込まれたもの
で あるが､ 境界点は話し手が任意に設定でき るの で話し手 の
視点が反映され る｡ 主節の事態を時間的に境界 づけ る機能を
持 つu nti l は節内に境界化するた め の基準点を含むわけだが,
事態の どの部分を基準点にするか は話し手の視点に左右され
る｡ 進行形は文法ア ス ペ ク ト的に は【unbou ndedlで ある｡ し
かし, u nt il節で は こ の【皿bou Ⅲdedlな進行形は , 境界化す
るため の基準点として時間軸上に位置づけられなければなら
な い ｡ 本来【unbo undedlな状況 を表す進行形はuntil節で用
い られると､ 進行して い る段階を ひとまとまりにくくられ
さら に大きな時間の流れの中の 一 段階として捉え直される こ
とになる｡ 換言すると､ u nti l節の進行形は､ ｢開始(変化)｣､




話し手が基準点として任意 に選択した段階や局面に お ける動
的状態や静的状態を表すと言えよう｡ ｢開始｣ ｢終了｣ で は､
それ らに 近接する段階(前段階) を表す進行形が ､ ｢過程｣
で は､ 変化 (｢開始｣) 後の動的継続段階を表す進行形が､ そ
して ｢結果状態｣ で は変化(｢終了｣) 後の静的継続状態を表
す進行形がそれぞれuntil節中に用 い られ て い る と結論づけ
られる｡
* 本論文で はThe Bank of Na tional Corpus (BNC)から多
くの用例を利用させ て もら っ た｡ こ こ に 記して謝意を表し
た い ｡
注
1 . 出水(2001)はKitr edge(1969)と同じくunt il節は[tel ic】
で あるとして論を進めて い るが, こ の論法 で は進行形の場
合がうまく説明 できな い の で再考を要する｡
2 . ある文が【tel ic/atelic]かrbou nded/unbo unded]かと
いう こ とに関してまとま っ た形で論じて い るの はDepr aeter
(195)で ある｡ こ の論文で は両者の 区別は次 のように ま
とめられて い る ｡ 終結点が内在的で あ っ て も(inher ent
e ndpoint)､ また意図されると い う形で あ っ て も(intended
e ndpoint)､ 状況(situat ion)に潜在的 に組み込まれ て い
る場合が【telic】､ 組み込まれて い な い場合が【atelic]で
ある｡ 一 方､ 状況が【telic】【a telic】の どちらか であるか
にかかわらず､ 時間的な境界 に達した場合が【bou nded]､
達 しなか っ た場合が【unbo unded】で ある｡
しかし､ [tel ic】な場合として ､ 終結点が意図された場
合を含むとい う点 に は賛同できな い ｡ た とえば､ 次例はfor
2 hou rsが意図された時間で あり, その意図された 2時
間が経過した時点が終結点として含まれるの で [telic】に
なるとい う｡
(a) Sheila delibe rately swam for 2 hou r s.
一 方 ､ 次例で は ､ 庭 で遊んだ のが 1時間で あ っ た とい う
ことで､ 1時間鋼酪直した時点が終結点であるの で【bo u nded】
なる と い う.
(b) Judith played in the ga rde n for a nho ur.
し かし､ fo r 2 hour sの よ うな継続時間副詞句は文の
必須要素で はない の で ､ つ まり付加詞であっ て項(argu ment)
で は な い の で ､ telicityに は関わらない と考えられる ｡
したが っ て ､ (a)(b)の文 は い ずれもactivityを表し､■終
結点は内在的に組み込まれて い ない の で【a tel icl.とな る｡
さら に､ 両文とも時間副詞句によ っ て時間限定され､ か つ
過去形で述べ られて い るの で【bou nded】と い う こ とに なる0
3 . 否定文で は ｢否定の継続｣ が表されるの で achieve m e nt
verb, a c c o mpl ishme nt ve rbも用い られる｡
(a) We d)
'
d n ot not)
'
c ethe bat unt)
'
1 i t took off.
(b) Cla udia d]
'
d no t wake up unt)
'
1 t he telephone
r ang.
- Heinam畠ki(19 78)
さら に ､ 主節が ｢反復｣ を表す場合にも【durativ.e】と
なり､ 文全体 は【atelic】となる｡
(a) Pe rhaps Gisele wa s in the bathro om. Li 乞
kn ocked haI
'
der, pe r s l
'
ste ntly, u ntilher knuck les
hurt. - I. Wallace, The M)
'
r a c)e
(b) Both he a nd h is brotherjumped up一a nd dofm
on the platform unt)
'
1 the train boomed past









] n o on .
-Moltmarln(1991)
4. u n tilが ｢結果｣ を表す場合に は､ 主節にacc omplish血e nt
も可能｡ 例文(a)のwe ed outはacco mplishmentを表す｡
また例文(b)で はtake two stepsとな っ て い るの で【tel ic]
･ な表現 にな っ て い る. さ ら に例文(c)で はthe 90mi les
と有界的経路目的語が使われて い る のでflew the 90mi les
はac complishment である｡
(a) The roughs arewe eded o ut unt)
'
) only the be st
reⅢalrl. . - BNC
(b) Hunter to ok two steps along the sofa unt)
I
)
he wa s c o nfro nt ing Gayle Mi ller, who hadjust
stopped s ayl ng SO mething to Brandon.
- I. Walla ce, The Celest)
'
al Bed
(c) He i)e甲the 90mjles at a height of less than
10 0 ft, t ododge both Cuba n a nd Ame ric an rad r
defe nces, unt)
'
1 he rea ched h is city of Mata nzas.
一 BNC
5 . ち なみ に ､ 筆者のイ ン フ ォ ー マ ン ト の 5名 は不自然と
判断したが､ 2名は可能と判断した｡
6. た だ し､ for時間副詞句は継続の現在完了形とは共起可





ng for two hour s. こ の 例文の fo rtw ohou rsは
待ち始めた時から発話時に至るま で に経過した時間を示.し
て い る｡ し たが っ て発話時が示されて い る時間の終点で あ
る｡ しかし, 場面, 状況 は発話時に終結するもの として は
表されてヤゝない . 待 つ行為は ､ 発話時を越えて継続して V､
る か.もしれな
い からで あ る｡
7 . 次 の よう に ､ 近接未来を表す進行形もuntilの 主節 に は
可能 (イ ン フ ォ ー マ ン トに確認済み)｡






a C e u nt)
'
1 the lastlap.




ng the ra c etin t)
'
1 Zola trip ped
he r.
ー33-
8. 本来は状態動詞として用 い られろ[atelic】の動詞もunt iI
節で は境界化され て【tel ic】の意味に変換され るo
(a)I L
ear nfro mth〉is expe rienc e and us e areliab le
form of co ntrac eptio n u ntilyou want a baby.
-B NC
(b) In fact at every m ealtim eI eat un t)
l
l Ifeel
ful1. - B NC
(c) Unt)
'
1 I know why Al bie died, I won
■
t know




t la ugh unt)
'
1 they wer e out of
sight. -B NC
(e) John stayed with them for two year s untl
'
1
he had eno ughmoney to ow n abus of h is own.
-BNC
(f) Days and nights of tears a nd re criminations
followed u ntl
'
1 he finally u nde rsto od that she
wo ul dneve r abort their chi ld. -BNC
(g) As the time w o re on , he bec am e m ore a nd more
furio us , u nt)
'
1 he re all
'
zed t hat wa she rinte ntion .







(h) The beltr ose and fel l, ros e a nd fel lunt]
'
1
it s eemed asi f I had lived foreve r in t his
curious worldof pall.




で は【tel ic】に ア ス ペ ク ト変換される｡
(i) She la ughed u ntilthe te a r s st r e a m ed do&n her






(j)S he picked him up a nd shook the poo r ch ild
un t)
'
1 he s crea med . -BNC
(k) My well-wor n scho ol shoeswe r epolished until
they shon elike glass. 1BNC
9. until節で は終結点 で は なく境界点が表され る こ と は次





s had a stroke. I wa nted to callyou
soo ner but yo urfather a sked me t owait u nt]
1
1
he wa sbe [ter.
1.












yo u bette r.
' '
- I. Collins, Ve ndetta:Lu cky
'
s Re venge
(c) y.No, s ay nothing yet, n o t u ntl
'
1 th ings becom e
cJe∂r e r.
‖ -BNC
10. u nti lが ｢結果｣ の 意味で用 い られ る場合に は次 の よう
に否定文が続く こ とが あ る｡
(a) He sto od ve ry sti ll for a mom e nt, the n his
a r m stightened ar ou nd her u ntl
'
1 she could ha rdly
br e athe . - H. Robbin s, 79 Park Av e n u e





t s ta nd )
'
[ a ny Longer.
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